住宅改修における提出書類の留意点

１．事前協議書

●記載漏れ等ないようにすること。（特に有効期間や年齢等被保険者情報の誤りが多いため被保険者証での確認を十分に行うこと）
●金額部分の訂正印による訂正は認めない。
●改修内容欄には事前協議書裏面にある住宅改修の種類別に番号や内容を記載し、改修内容ごとに改修費用の集計をする。

２．見積書

●改修を行う箇所、内容及び規模を明記し、材料費、施工費、諸経費等を適切に区分したもの。

●「工事費内訳書」を添付すること。

●改修箇所の改修の種類ごとに「平面図」、「写真台帳」に付した同じ番号を記載すること。

●諸経費の内容を記載すること。

●改修内容や金額は事前協議内容から変更はできないため、施工業者に十分説明を行うこと。
３．平面図

●改修前と改修後が比較できるよう作成すること。

●改修箇所の改修の種類ごとに「見積書（工事内訳書）」、「写真台帳」に付した同じ番号を記載すること。

●平面図では分かりにくいものは、必要に応じて、立面図、断面図等を添付すること。

４．写真

●改修箇所の改修の種類ごとに撮影すること。

●撮影した日が確認できるようにすること。

1 写真機の日付機能を使用し写真に日付を入れる。

2 黒板や紙等に日付を記載して写真に写し込む、等による。
※写真及び備考欄等に日付を張り付けたものは認めない。

●改修後の写真は、改修前と比較できるよう同じ方向から撮影すること。

＜写真台帳＞

●改修前の写真は、写真台帳に貼り付けて提出すること。

●備考欄に「平面図」、「見積書（工事費内訳書）」に記載された改修箇所、改修内容及び箇所番号等を記載すること。

●改修の事前確認後，申し出があれば改修前の写真が貼り付けてある写真台帳を一旦返すので、改修後の写真を貼り付けて、支給申請時に提出すること。

５．住宅所有者の承諾書

●改修する住宅の所有者が被保険者本人でない場合は、必ず提出すること。

1 借家・借間の場合・・・・・・住宅改修承諾書１

2 所有者が本人以外の場合・・・住宅改修承諾書２

　　　　（配偶者の場合は省略可）
６．住宅改修が必要な理由書

●被保険者についての下記事項を総合的に勘案し、必要な住宅改修の工事箇所、工事種別ごとにその選定理由をケアマネジャーが記載すること。

1、 心身の状態

2、 日常生活の導線

3、 住宅の状況

4、 福祉用具の導入状況等

●基本的には事前協議書の欄内ではなく、理由書の様式に記載すること。（改修箇所及び改修内容が少ない場合は、事前協議書欄内で足りることも考えられるが、原則理由書は提出すること。理由書・ケアプランを添付しない際は担当者へその旨を伝える。）
７．ケアプラン

●当該住宅改修が盛り込まれた下記の書類を提出すること。

1 居宅サービス計画書（１）及び（２）又は介護予防計画書
８．理由書とケアプランについて
●上天草市においては、下記のとおり取り扱う。
　①介護報酬算定が伴う場合
　　理由書の提出は省略可能、ケアプランの提出は必須
　　この場合、ケアプランに住宅改修の必要性が盛り込まれていることが必須
　（改修の必要性や改善点等の記載がない場合は理由書の提出を求めることもあり）

　②介護報酬算定が伴わない場合
　　理由書の提出は必須、ケアプランの提出は省略可能。
